


わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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日本獣医麻酔外科学会　日本獣医循環器学会
日本獣医画像診断学会　日本内視鏡外科研究会

２０１８年春季合同学会　大宮ソニックシティで開催
　標記学会が、さいたま市の「大宮ソニックシ

ティ」で開催されました。「大宮ソニックシティ」

での開催は12年目となりますが、埼玉県獣医師会

では、地元で開催され会員も参加しやすい総合的

な学会であることから、毎年、本学会を「後援」し、

獣医学術の研鑽向上のため、参加登録料の低減措

置や開業会員の先生方への参加登録料の一部助成

措置を講じて参りました。

　本年度は、東京農工大学の担当で開催されまし

たが、学会の役員として御尽力された埼玉県獣医

師会副会長の小暮一雄先生から開催報告を頂きま

したので、謹んで掲載させて頂きます。

　日本獣医循環器学会、日本獣医麻酔外科学会、
日本獣医画像診断学会および日本獣医内視鏡外科
研究会の春季合同学会が₆月１５日～１７日に大宮ソ
ニックシティを会場に開催されました。本合同学
会は、公益社団法人埼玉県獣医師会の絶大な後援
を賜り、お陰様で参加者も１，０００名を超える大会
となりました。髙橋三男本会会長の直接のお声掛
けにより、さいたま観光国際協会より多大な助成
金の提供を受け、無事大会を運営することができ
ましたことをまずご報告申し上げます。
　獣医循環器学会は創立当初は家畜心電図研究会
の名称で１９６２年（昭和３７年）に創設されました。
当初はその名の通り心電図を研究対象とし、その
誘導法や波形の意義などを研究してきました。心
電図が循環器病のひとつの診断手段と位置づけら
れるようになって循環器学会と名称変更し今日に
至っています。獣医麻酔外科学会はそれより約１０
年遅れて、獣医麻酔研究会としてスタートしまし
た。当時はペントバルビタール麻酔からケタミン
やガス麻酔が開発され臨床に応用されてきた時期
でした。ケタミンの開発メーカーであった三共の
動薬部門の研究者がバックアップして研究会が創
立されました。その後麻酔外科学会として発展し

てきています。合同学会は、在京の₅大学と開催
地の埼玉県獣医師会員が順番に運営を担ってきま
した。本年は東京農工大学が大会運営の当番にあ
たり、臨床系の先生方が分担して大会長をそれぞ
れ担当しました。循環器学会は福島隆治先生、麻
酔外科学会は田中綾先生、画像診断学会は清水美
希先生、獣医内視鏡外科学会は中市統三先生が大
会長の任に当たりました。
　各学会共に卒後教育に力を入れ会員の拡大を目
指しています。研修コース修了者に各種認定資格
を付与しています。目指すところはより一層高度
な専門獣医療を担う人材養成ですが、現実は国際
水準から見れば学部卒業水準でしかありません。
我が国獣医療体制は専門医療を提供する仕組みは
ありません。獣医療法において診療施設の定義は
₂種類であって、往診を専門とする施設とそれ以
外という規定です。病院と診療所の区別すらあり
ません。そもそも獣医療人と規定されている資格
者は、獣医師と家畜人工授精師の2種であって看
護師すら規定されていません。このような状況下
で学会が認定医を作り出すことに何ほどの意義が
あるのでしょうか。在野の臨床獣医師から見れば
学部教育の未熟を繕う手段にしか見えません。真

日本獣医循環器学会監事　小暮　一雄（埼玉県獣医師会副会長）

情報交換会で歓迎の挨拶を述べる髙橋三男会長
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剣に専門医療の将来を考えるならば、看護師の資
格化、ブロックごとの国立病院、都道府県単位の
公立病院の設立などは必要にして最低限の条件と
思われます。専門医療実践のための全体像を見据
えない小手先の自己満足に過ぎないともいえる我
が国の認定への歩みは極めて危ういものに見えま
す。
　ヒトの寿命と比較すると極めて短命に終わる動
物の寿命における終末期獣医療は、的確な診断の
もとに実践される飼い主に寄り添う看取りの医療
にも関心を向けるべきではないでしょうか。
　獣医学は、scienceとartからなるといわれてい
ますが、古くからartの欠如が指摘されてきてい
ます。終末期獣医療こそartの実践が求められま
す。病気を対象とするのではなく、疾病に苦しむ
動物とその飼い主の《生》に寄り添うことこそ獣
医療の原点と認識を新たにすることが求められる
ようです。今後も各学会がscienceとartに基づく
生命倫理の確立を目指し、獣医学を発展・展開す
ることを希求したいと考えています。
　一つのトピックスとして、循環器学会の講演枠
の中で行われた海外研究者特別講演はピモペンダ

広告

ンの製薬企業であるベーリンガーインゲルハイム
がスポンサーとなっていました。僧房弁閉鎖不全
症の治療薬としてピモペンダンがACEIs(アンギ
オテンシン変換酵素阻害薬)に変わる延命効果の
ある薬剤として紹介する講演でした。試験に供さ
れた犬種や本症の自然歴などの検討すべき課題が
あり、治験成績を鵜呑みにすることはできないと
考えられました。ピモペンダンが人体用医薬品と
しては、致死的副作用の発現があることから欧米
での承認が遅れたことなどを考慮すると、今後も
慎重な使用を考えるべき薬剤であろうと考えられ
ました。
　最後に、埼玉県獣医師会員諸先生方のご支援に
心より感謝を申し上げます。

（事務局から）
　本合同学会開催に当たっては、小暮一雄先生（西
支部）および諸角元二先生（東支部）が学会役員
として参画されました。
　参加者は1,240名で、埼玉県獣医師会会員の先
生は61名（開業支部会員43名、団体支部等会員18
名）が参加されました。
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平成30年度　関東・東京合同地区獣医師大会・三学会開催案内

【タイムスケジュール】

9：00 ～ 10：00 ～
12：00

10：30 ～
12：00

12：00 ～
13：00

13：00 ～
14：00

14：15 ～
16：15

16：20 ～
17:30

17：30 ～
19：30

受　付
三学会 市民公開講座 昼　食 大　会 三学会 特別公演

交流会
動物用医薬品・機器等展示　　１階　多目的ホール　10：00 ～ 16：00

区　分 関 東・ 東 京 合 同 地 区
獣 医 師 大 会

日 本 産 業 動 物
獣 医 学 会

日 本 小 動 物
獣 医 学 会

日 本 獣 医 公 衆
衛 生 学 会

日　時 平成30年₉月₉日
13：00 ～ 14：00

平成30年₉月₉日　午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　午後の部　14：15 ～ 16：15

大会会長
分野別地
区学会長

関東地区獣医師会連合会
会長　宇佐美　晃

東京農工大学
白　井　淳　資

日本獣医生命科学
大学

小　山　秀　一

日本大学
丸　山　総　一

会　場
つくば国際会議場　つくば市竹園2-20-3　TEL：029-861-0001

大ホール ₂階 中会議室201 ₂階　中ホール200
₃階　中ホール300 ₂階 中会議室202

次　第

［市民公開講座］
（仮）「最近の動物由来感染
症について」（ダニが媒介す
る感染症について）
大ホール　10：30～12：00

［大　会］
₁　開会の辞
₂　黙祷
₃　獣医師大会会長挨拶
₄　獣医事功績者表彰
₅　受賞者代表謝辞
₆　来賓祝辞
₇　議長選出
₈　議事
　（1）平成29年度経過報告
　（2）議案
₉　大会宣言
10　次期開催担当県会長挨拶
11　閉会の辞

［特別公演］
「明日から使える周術期の麻
酔管理と疼痛管理のコツ」
中ホール200
16：20～17：30

［交流会］
₁階大会議室101＋102
17：30～19：30

主催　茨城県獣医師会

［三学会］
₁　開会の辞
₂　�分野別地区学会 

会長挨拶
₃　学会・発表
₄　審査委員会
₅　閉会の辞
₆　�優秀論文発表者 

表彰
（交流会席上にて実施）

※�埼玉県獣医師会会員の参加費及び交流会費については、全て
本会にて負担します。（参加無料）

※�学会発表順序、演題は演者の都合により変わることがありま
す。

※�三学会は学術講演とともに、獣医師生涯研修事業のポイント
取得対象プログラムとして、参加者にポイントが付与されま
す。

［演題申込み要領］
₁　提出先：‌�公益社団法人茨城県獣

医師会
₂　演題・抄録提出期限
　　　　　平成30年₆月22日（金）
₃　提出方法：‌�所属地方獣医師会を

経由
₄　演題：口演₈分／討論₂分
₅　原稿執筆要領：別紙
₆　審査員：‌�幹事・学識経験者の中

から地区学会長に選任
された者

₇　参加費：5,000円（昼食・抄録代）
　　交流会：7,000円
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平成30年度　日本産業動物獣医学会（関東・東京）発表演題
発表順 獣医師会 演　　　題 演　者 所　属

₁ 茨城県 黒毛和種における牛白血病発症抵抗性遺伝子の保有
状況と清浄化対策 高安真理子 茨城県県北家畜保

健衛生所

₂ 茨城県 黒毛和種における牛白血病ウイルス感染牛のリンパ
球増多閾値の検討 赤上　正貴 茨城県県南家畜保

健衛生所

３ 神奈川県 管内酪農場における牛白血病対策の取り組み 浅川　祐二 神奈川県県央家畜
保健衛生所

４ 茨城県 管内牛ウイルス性下痢・粘膜病サーベイランスにお
ける持続感染牛摘発事例 柏井　美穂 茨城県県西家畜保

健衛生所

5 千葉県 管内一酪農家における牛ウイルス性下痢ウイルス
持続感染牛摘発と生産性への影響 藤野　晴彦 千葉県南部家畜保

健衛生所

６ 千葉県 二価不活化乳房炎ワクチンの効果について 額田　聡子 千葉県農業共済組合連合会
西部家畜診療所

７ 千葉県 ＥＢＬ清浄化対策の取組み 篠崎　康雄 千葉県南部家畜保
健衛生所

８ 栃木県 地方病性牛白血病（ＥＢＬ）の遺伝子検査のための
蛍光ＬＡＭＰ法の開発 大竹　祥紘 栃木県県央家畜保

健衛生所

９ 会員外 牛マイコプラズマ性乳房炎発生農場における清浄化
対策所属 鈴木　篤実 茨城県県北家畜保

健衛生所

10 神奈川県 県内１農場で発生した牛ボツリヌス症 山本　和明 神奈川県県央家畜
保健衛生所

11 山梨県 県内で分離されたヨーネ菌の遺伝子解析及び細菌学
的考察 牛山　市忠 山梨県東部家畜保

健衛生所

12 千葉県 乳汁検査により耐性菌が出現した農場におけるテト
ラサイクリン系抗生物質の使用状況について 岡部　卓馬 千葉県農業共済組合連合会

南部家畜診療所

13 茨城県 蹄病に対する携帯型超音波画像診断装置の有用性 坂入　健史 茨城県農業共済組
合連合会

14 千葉県 出生時肋骨骨折の子牛11症例の臨床症状と予後 石山　　大 千葉県農業共済組合連合会
西部家畜診療所八千代出張所

15 神奈川県 分娩による子牛の肋骨骨折の実態調査 杉田　智子 日本大学

16 茨城県 長期不受胎牛を対象としたＦ１牛受精卵追い移植の
状況について 北村　俊輔 ひので酪農業協同

組合

17 群馬県 公共育成牧場における胚移植受胎成績と血液生化学
性状の比較検討 清水　誠之 群馬県浅間家畜育

成牧場

18 埼玉県 ＶＥＲ値およびスメアを用いた鈍性発情母豚活用技
術の開発 瀧沢　慶太 埼玉県農業技術研

究センター

19 千葉県 地域酪農協の乳質改善による経営力向上の取組み 関谷　圭美 千葉県東部家畜保
健衛生所

20 神奈川県 ホルスタイン種とジャージー種のヒートストレスに
対する適応性の比較 笠原奈津美 森田動物病院

21 群馬県 管内一養豚農家への食肉衛生検査所との衛生指導に
よる生産性向上事例 林　　省二 群馬県中部農業事務

所家畜保健衛生課

22 神奈川県 鵜飼い用ウミウに発生した鳥ポックスウイルス感染
症 水谷　直子 山梨県東部家畜保

健衛生所

23 埼玉県 埼玉県内で検出された大きな欠損があるマレック病
ウイルス meq 遺伝子 曾田　泰史 埼玉県中央家畜保

健衛生所
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発表順 獣医師会 演　　　題 演　者 所　属

₁ 茨城県 猫の慢性歯肉口内炎（口腔後部口内炎）症例の口腔
内細菌について 大風百合子 風の森動物病院

₂ 茨城県 茨城県の犬の Anaplasma 属細菌の感染状況調査 福井　祐一 こまち動物病院
３ 群馬県 全身性クリプトコッカス症の猫の１例 松本　博生 ジップ動物病院

４ 千葉県 猫における真菌性菌腫 Mycetoma の発生２症例につ
いて 山崎　智美 むらた動物病院

5 神奈川県 蓬莱温泉のマラセチア性皮膚炎に対する緩和効果 久保田翔太 麻布大学

６ 川崎市 犬扁桃扁平上皮癌の臨床的挙動に関する検索 岡野久美子 日本動物高度医療
センター

７ 東京都 右心耳の心臓腫瘍による心嚢水貯留を認めながらも
経過良好な長期予後を得た犬の一例 長沼裕美子 日本動物医療セン

ター

８ 横浜市 腹腔内に巨大な悪性末梢神経鞘腫が発生した若齢猫
の一例 加藤　直之 カトウ獣医科クリ

ニック

９ 東京都 胸腔内・頭蓋内転移を呈し脳神経症状を示した原発
不明の神経内分泌癌の犬の１例 奥田知奈美 日本動物医療セン

ター

10 千葉県 犬 と 猫 の 高 悪 性 度 消 化 器 型 リ ン パ 腫 に 対 す る L‐
asparaginaze, ACNU コンビネーション治療の有用性の検討 松村　健太 杉田動物病院

11 神奈川県 パピローマウイルス介在性多中心性皮内扁平上皮癌
の犬と猫の２例 福山　泰広 麻布大学

12 埼玉県 猫の子宮癌肉腫の１例 山下　啓吾 麻の葉動物病院

13 千葉県 甲状腺癌の猫の２症例 栗原　　舞 ハリーペットクリ
ニック

14 群馬県 血中甲状腺ホルモン濃度（Ｔ4. ＦＴ4）が低値を示し
ていた猫の１例 狩野　友秀 中居動物病院

15 横浜市 犬の胃拡張胃捻転症候群手術時における脾臓摘出の
意義について47例を用いた回顧的研究 落合　幸介 DVMs どうぶつ医療センター

横浜救急診療センター

16 川崎市 外科的治療により長期生存している肝外胆管癌の猫
の２例 田中　　翔 日本動物高度医療

センター

17 横浜市 ミニチュアダックスフンドにおける急性胃拡張およ
び胃捻転 - 拡張症候群の調査 永滝　春菜 DVMs どうぶつ

医療センター横浜

18 東京都 突発性巨大食道症に続発した胃食道重積の犬の１例 稲葉　仁美 オールハート動物リ
ファーラルセンター

19 東京都 猫膵特異的リパーゼにより診断した猫の膵炎51例に
おける予後指標の検討 井口　七海 AC プラザ苅谷動

物病院

20 川崎市 硬化性胆管炎が疑われた犬の１例 中島　麻里 日本動物高度医療
センター

21 横浜市 自然軽快した犬の黄色腫の１例 柴田久美子 DVM ｓどうぶつ
医療センター横浜

平成30年度　日本小動物獣医学会（関東・東京）発表演題【Ａ会場】
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平成30年度　日本小動物獣医学会（関東・東京）発表演題【Ｂ会場】
発表順 獣医師会 演　　　題 演　者 所　属

₁ 茨城県 超大型犬の開放骨折の一例 川西航太郎 動物病院ハートラ
ンド

₂ 川崎市 膝－乳歯症候群（Ｋ aTS）と診断した猫の両側膝蓋
骨骨折の１例 四方　健介 日本動物高度医療

センター

３ 横浜市 犬の単関節に生じた炎症性関節疾患22症例 森　　淳和

ONE for 
Animals，DVMs
どうぶつ医療セン
ター横浜，VOA 
Japan

４ 神奈川県 犬の変形性関節症の診断マーカーとしての CTX- Ⅱ
の有用性 山﨑　敦史 日本大学獣医外科

5 横浜市
股関節脱臼およびレッグ・カルベ・ペルテス病に対
して大腿骨頭切除関節形成術を行った犬の術後経過
に関する検討

岸　　陽子

ONE for 
Animals，DVMs
どうぶつ医療セン
ター横浜

６ 横浜市
脛骨高平部水平化骨切り術（ＴＰＬＱ）を実施した
214関節に関する検討　－手術時間および合併症につ
いて－

小林　　聡

ONE　for　
Animals，DVMs
どうぶつ医療セン
ター横浜，VOA 
Japan

7 栃木県 成長期に発生した前十字靭帯疾患に対して CORA
Based Leveling Osteotomy を実施したイヌの１例 伏見　寿彦 伏見動物病院

８ 横浜市 猫の膝蓋骨内方脱臼整復術における Rudy 法の有用
性に関する検討 安川　慎二

ONE for 
Animals，DVMs
どうぶつ医療セン
ター横浜，VOA　
Japan

9 神奈川県 SCCEDs に対する角膜格子状切開およびダイヤモン
ドバーの治療成績について 西塚　健太 鎌倉山動物病院

10 神奈川県 トイ・プードルの突発性水晶体破嚢23例に対する外
科的治療時期の検討 福島　　潮 鎌倉山動物病院

11 神奈川県 腎瘻チューブ設置術を行った尿管閉塞の猫４症例 大久保雄作 おおくぼ動物病院

12 茨城県 膀胱外反症が疑われた猫の１例 鈴木　健太 ゆりがおか動物病
院

13 神奈川県 犬の突発性乳び胸に対する鏡視下手術の治療成績 堀切園　裕 日本大学

14 群馬県
シトシンアラビノシドの持続静脈内投与により長期
間にわたり良好な経過を得た原因不明の髄膜脳脊髄
炎の犬の１例

桑原　孝幸 桑原動物病院

15 埼玉県 後頭骨の陥没骨折を起こした外傷性小脳損傷の犬２
例 灰井　康佑 とがさき動物病院

16 横浜市 前胸部の掻痒行動を主訴に当センターを受診し、脊
髄空洞症と診断した犬の一例 中島　裕子 DVMs どうぶつ

医療センター横浜

17 群馬県 過度の眠気とカタプレキシーを主徴とするイヌのナ
ルコレプシー 奥野　征一 獣医神経病クリ

ニック

18 神奈川県 国内の人気犬種における好発疾患についての疫学的
調査 五十嵐寛高 麻布大学

19 茨城県 カバの終末期と死因について 秋葉　悠希 日立市かみね動物
園

20 茨城県 ライオンの麻酔管理と卵巣子宮全摘出手術の１例 飯田　伸弥 日立市かみね動物
園



7

平成30年度　日本獣医公衆衛生学会（関東・東京）発表演題
発表順 獣医師会 演　　　題 演　者 所　属

₁ 茨城県 と畜場搬入豚のサルモネラ属菌保菌状況および枝肉
汚染状況調査 和知亜紀子 茨城県県西食肉衛

生検査所

₂ 千葉県
ブ ロ イ ラ ー 農 場 で 血 清 型 シ フ ト を 起 こ し た
Salmonella enterica serovar Agona 菌株とのヒト由
来菌株の同一性

横山　栄二 千葉県衛生研究所

３ 群馬県 動物愛護施設に収容された犬および猫の Escherichia 
albertii 保菌調査 石岡　大成 高崎市保健所

４ 茨城県 豚におけるＥ型肝炎ウイルスの感染実態について 本谷　　匠 茨城県衛生研究所

5 千葉県 千葉県内の患者から分離された結核菌の集団遺伝学
的解析 菊池　　俊 千葉県衛生研究所

6 群馬県 ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
を利用した大規模食中毒探知の検討 塩野　雅孝 群馬県食品・生活

衛生課

7 横浜市 特定の牧場で肥育された牛にみられた甲状腺の腫大
について 炭竈　志穂 横浜市食肉衛生検

査所

8 栃木県 若齢豚の左眼に発生した神経細胞腫の１例 岩田　憲明 栃木県安足健康福
祉センター

9 神奈川県 豚胸膜肺炎菌血清型１型の関与を疑う多発性化膿性
肉芽腫性炎の１例 重松　幸典 神奈川県食肉衛生

検査所

10 山梨県 豚抗酸菌症の検査法の検討 外川　京平 山梨県食肉衛生検
査所

11 神奈川県 高速液体クロマトグラフによる畜産物中のエンロフ
ロキサシンおよびシプロフロキサシン試験法の検討 奥田　宏奈 神奈川県食肉衛生

検査所

12 茨城県 豚枝肉のスカトールによる異臭事例について 萩谷かおる 茨城県県北食肉衛
生検査所

13 東京都 Listeria monocytogenes の塩化ベンザルコニウムに
対する抵抗菌の出現状況 小林　清美 日獣大獣医公衆衛

生学研究室
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平成30年７月20日

会員各位

公益社団法人埼玉県獣医師会

会　長　　髙　橋　三　男

西日本豪雨災害動物救護活動等支援金の募集について

　今回の西日本豪雨災害の発生に伴い我々の仲間である現地の動物診療獣医師はじめ多くの方々が、現在、

また、今後も多大で困難な事情に直面しております。埼玉県獣医師会は、この度、被災地の動物救護活動等

の推進確保や獣医療提供体制の復旧対策に充てる目的で日本獣医師会が定めた「平成30年度西日本豪雨災害

動物救護活動等支援金募集要領」（別紙）の趣旨に則り、埼玉県獣医師会会員から支援金を募り、県内を取

りまとめの上、日本獣医師会に送金いたします。

　つきましては、趣旨をご理解の上、下記の期間内に埼玉県獣医師会が指定する口座に支援金をお振込み頂

きますよう御協力をお願いいたします。

記

募金の期間　平成30年７月から当分の間

　　　　　　　日本獣医師会では、中間集計を8月末に行い、現地における動物救護活

　　　　　　　動等の推進状況を踏まえ、募金の募集期間を決定する。

支援金振込方法

　同封の郵便振込用紙をご利用いただき、次の埼玉県獣医師会の口座（ゆうちょ銀行）にお振込下さいます

ようお願いいたします。

００１００－８－３５２４２０（ゆうちょ銀行払込取扱票）
公益社団法人埼玉県獣医師会
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【別紙】

公益社団法人　日本獣医師会 
「平成30年西日本豪雨災害動物救護活動等支援金」 

募　　集　　要　　領
₁　趣旨
　�　日本獣医師会は、会員地方獣医師会、構成獣医師等の支援・協力の下で、今回の豪雨災害に見舞わ

れた中、被災地において被災保護動物に対する診療の提供を含む動物の救護活動（以下「動物救護活
動」という。）等に従事される方々を支援すること等を目的として「平成30年西日本豪雨災害動物救
護活動等支援金」を募集する。

₂　支援金の名称
　　平成30年西日本豪雨災害動物救護活動等支援金

₃　募金の期間
　平成30年₇月から当分の間。（中間集計を₈月末に行うが、募金の募集期間は、現地における動物救
護活動等の推進状況を踏まえ決定する。）

₄　支援金の募集と振込み（寄附）先
　会員地方獣医師会は、前記₁の趣旨を受け、会員構成獣医師からの支援金の募集活動に当たっていた
だき、取りまとめた支援金（自らの拠出を含む。）を次の支援金振込口座に振り込むこととする。
　なお、飼い主等一般市民からの募金は、一般財団法人ペット災害対策推進協会の支援寄附金口座へ送
金を依頼する。

【日本獣医師会「平成30年西日本豪雨災害動物救護活動等支援金」振込口座】

※地方獣医師会へ紹介しています。

₅　支援金の使途
　前記₄により所定の支援金振込口座に入金された支援金は、今回の豪雨災害の発生に起因して行う動
物救護活動等の推進確保と当該被災地の獣医療提供体制の復旧のための対策を支援するとともに、募金
状況を踏まえて緊急災害時の動物救援活動の強化に充てる。
　なお、支援金の配分は日本獣医師会において決定する。
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第₁回　狂犬病予防委員会
　平成30年₇月12日（木）、午後₁時30分から、さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」において次の事項を協
議した。
₁　会長挨拶
　�　本年度の事業も役員や会員のご理解とご協力で順調に推移しており感謝する。集合狂犬病予防注射は、時

代が変わっても行政と連携しながら継続していくべき事業である。これに加えて獣医師会が取り組まなく
てはならない課題としては、災害や動物愛護、さらには盲導犬などの働く動物達への対応である。

　　本日は、本年度の集合注射の実施状況を踏まえ、今後の適正な事業運営について協議をお願いしたい。

₂　協議事項
　⑴　平成30年度集合狂犬病予防注射実施結果について
　　�　実施者数314名、注射頭数81,152頭（前年比　93.60％）であることが報告され、各実施班の注射頭数及

びワクチンの使用量等を確認した。
　　�　また、予防注射実施に伴う資材処理費や会場協力費等の費用について各実施班への送金額が承認される

とともに、注射事故2件が報告され意見交換が行われた。
　⑵　その他
　　�　11月25日（日）に大宮ラフォーレ清水園で開催予定の創立70周年記念事業の講演会を狂犬病予防注射実

施者講習会とすることが協議され、承認された。
　　�　注射会場で発行している狂犬病予防注射料金の領収書の実態について、班長にアンケート調査を実施

し、その結果に基づき現在の様式を変更することを検討することとした。
　　　経費節減が可能な項目として、会場費や緊急薬剤費について協議された。
　　　幸手班については₂班に分割する方針を決定し、今後手続きを進めることとした。

第₁回　班長会議

　平成30年₇月12日（木）、第₁回狂犬病予防委員会に引き続き、午後₂時45分から、さいたま市「大宮ラフォー
レ清水園」において次の事項を協議した。
₁　会長挨拶
　�　班長の御尽力により本年度の集合狂犬病予防注射も円滑に実施することができた。また、賛助会員にも大

変、御協力を賜り御礼申し上げる。環境はめまぐるしく移り変わっており、今後、家庭動物の飼育頭数は
減少していくことが予想されるが、引き続き、適切な集合予防注射の実施に向けて努力していきたい。

₂　協議事項
　⑴　平成30年度集合狂犬病予防注射実施結果について
　　�　先の狂犬病予防委員会で承認された各事項について報告がなされた。資材処理費等の経費については、

本日、各班長に現金で渡す旨が説明された。
　⑵　その他
　　　先の狂犬病予防委員会で承認された各事項について報告がなされた。

会 務 報 告
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予　　告

西支部長　別部　博司
学術委員　佐藤　博司

　西支部では、平成30年₉月30日（日）に日本獣医生命科学大学客員教授・所沢市開業　小暮一雄先生をお
招きして『第₁部：家庭動物の終末期獣医療におけるアジェンダ』『第₂部：ホームドクターによるイヌの
僧房弁逸脱症の臨床』の演題で学術講習を行います。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年₉月30日（日）
　　　　　13：30～16：30（13：00受付）

場　　所　東松山市　ホテル紫雲閣
　　　　　東松山市箭弓町2-5-14
　　　　　TEL 0493-23-5151

演　　題　「第₁部：家庭動物の終末期獣医療におけるアジェンダ」
　　　　　「第₂部：ホームドクターによるイヌの僧房弁逸脱症の臨床」

講　　師　日本獣医生命科学大学客員教授　
　　　　　所沢愛犬病院　院長　小暮一雄　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員外の受講者　　5,000円

西支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小3（5）　小3（6））
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支　部　名 氏　　　　　名 診療所所在地・名称
団体 濱　谷　直　幸 川口市・どうぶつの総合病院
〃 小　島　航　太 久喜市・たぐち動物病院

開業部会

新　入　会　員
新入会員報告
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ひ　ろ　ば

� さいたま市支部長　山中　利之
　平成30年₇月₅日（木）午後₆時から、大宮ラフォーレ清水園で、県内の12医療関係団体（埼玉県獣医師会、
埼玉県医師会、埼玉県歯科医師会、埼玉県薬剤師会、埼玉県薬事団体連合会、埼玉県看護協会、埼玉県柔道
整復師会、埼玉県鍼灸師会、埼玉県栄養士会、埼玉県歯科技工士会、埼玉県歯科衛生士会、埼玉県助産師会）
により開催された牧原秀樹厚生労働副大臣を囲む会に、髙橋三男会長及び、さいたま市支部の埼玉5区在住
の会員とともに出席しました。
　公務ご多忙の中、加藤勝信厚生労働大臣及び古川俊治参議院議員が出席され、日本獣医師会からは元衆議
院議員で元農林水産副大臣の北村直人顧問（日本獣医師連盟委員長）に出席していただきました。
　加藤大臣、牧原副大臣、古川議員とは、動物の愛護及び管理に関する法律の改正に関して、狂犬病ワクチ
ンやマイクロチップなどについて獣医師の立場からお願いをするとともに、埼玉県医師会の皆様とはワンヘ
ルスに関する情報交換を行い大変有意義な会となりました。

牧原秀樹厚生労働副大臣を囲む医療関係団体の会に出席

前列左から　�新井宣明先生、道野徹子先生、北村直人日本獣医師会顧問、松本吉郎日本医師会常任理事、金井忠男埼玉
県医師会会長、加藤勝信厚生労働大臣、牧原秀樹厚生労働副大臣、古川俊治参議院議員、髙橋三男会長

後列左から　�大澤健先生、滝沢直樹先生、林繁雄理事、山中利之さいたま市支部長、土谷寛先生、建脇成行先生、一人
おいて嘉本浩之先生
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南支部学術講習会開催報告
南支部長　田中　裕
学術委員　大野　潤

　南支部では、７月１日（日）に埼玉会館にて学術講習会を開催いたしました。
　講師として日本大学生物資源科学部獣医学科獣医外科学研究室　教授の浅野和之先生をお招きし、「手術
の基本とアップデート」というテーマでご講演いただきました。
　今回は様々な手術の手技などの説明をする前に、手術を開始する上での滅菌方法や手術器具の使用方法な
ど、基本的な内容の最近アップデートされてきていることをご説明頂きました。書籍に掲載されている滅菌
方法は、ヒトの医学と混同されてしまっていることや、小動物ならではの毛刈りや消毒法など、動画を用い
てとても分かりやすくご解説頂きました。
　特に、手術時の手指消毒の方法など、私どもが学生時代に習っていたことと大幅にリニューアルさている
ことに驚きを覚え、大変興味深く、非常に内容の濃い講習会となりました。
　浅野先生には貴重なお時間をいただき、実際の症例を例に多くの写真や動画を用いて、非常にわかりやす
くご講演頂き、感謝いたします。また、お忙しい中多くの先生方にお集まりいただき心より感謝申し上げま
す。なお、会議室の時間の都合でお話が出来なかった部分を含めて、今後の講習会において、あらためて講
演をご依頼させていただこうと思っております。
　次回の南支部学術講習会は、2018年11月４日（日）にどうぶつの総合病院　米国画像診断専門医の福田祥
子先生にお願いしております。多くの先生方の参加をお待ちしています。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

35名 7名 15名 0名 0名 5名 4名 4名

お 知 ら せ

　ソフトボール大会を下記により開催します。詳細は次号（８月20日編集）にてご案内いたします。
　今回は第40回の記念すべき大会となります。会員の皆様には、日程調整の上、振るってご参加下さい。

１　日　時　平成30年10月８日（月・体育の日）9：00
　　　　　　※予備日なし
２　会　場　さいたま市大宮けんぽグラウンド　Ｓフィールド
　　　　　　〒331-0065　さいたま市西区二ツ宮113-1
　　　　　　TEL 048-623-2186
　　　　　　●車を利用
　　　　　　　国道17号線新大宮バイパス三橋交差点を所沢方面に曲がり、治水橋手前
　　　　　　●バスを利用
　　　　　　　大宮駅西口西武バス１番乗場より約20分　運動場前下車
　　　　　　　（ららぽーと富士見行き・馬宮団地行き）

埼玉県獣医師会主催　第40回 ソフトボール大会開催
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畜安第2６０－₃号

平成30年₇月₆日

公益社団法人　埼玉県獣医師会

会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課長

丸山　盛司（公印省略）

夏季休暇期間中における口蹄疫等の防疫対策の徹底について（通知）

　日頃から家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。

　口蹄疫、アフリカ豚コレラ等については、畜産業に重大な影響を与える家畜伝染病であることから、

その防疫対策の強化、万が一の発生時のまん延防止対策の徹底等をお願いしてきたところです。

　一方、韓国において口蹄疫、東欧諸国においてアフリカ豚コレラの発生が継続的に確認されており、

物や人の移動、野生動物等を介したまん延が危惧されています。

　今後、夏季休暇期間を迎えるにあたり、海外と日本を往来する旅行者が増大することから、我が国へ

の家畜伝染病の病原体が侵入・まん延するリスクが一層高く緊迫した状況になると考えられます。

　つきましては、別添平成30年₇月₄日付け30消安第2008号（農林水産省消費・安全局動物衛生課長通

知）をふまえ、下記について貴会会員に周知のうえ、引き続き、防疫封策の徹底をお願いします。

記

₁　近隣国での直近の家畜伝染病発生状況について

　⑴　口蹄疫：韓国（豚）で平成30年₃月以降継続発生中（13か月ぶり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国内最終発生：平成22年）

　⑵　アフリカ豚コレラ：ロシア、欧州で平成19年以降継続的に発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国内発生なし）

　⑶　高病原性鳥インフルエンザ：韓国、台湾等で平成16年以降継続発生中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国内最終発生：平成30年₁月）

※別添省略
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30日獣発第112号
平成30年₇月₃日

地方獣医師会会長　様
公益社団法人 日本獣医師会

会　長　藏　内　勇　夫
（公印及び契印の押印は省略）

「ＶＭＡＴ講習会」に係る災害動物医療研究会との共同開催と�
ＶＭＡＴ (獣医療支援チーム)研修員の認定について

　日頃より、本会事業の推進にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、特に重要かつ緊急を要する獣医師の個別課題を検討するための特別委員会として、平成29年度
から動物飼育環境整備推進特別委員会とその課題別委員会である災害時動物救援対策検討委員会が設置
されました。本委員会では、東日本大震災、熊本地震の教訓等から、災害時動物救援対策における全国
的な組織体制整備のあり方について検討を重ねており、特に緊急時の動物救護に即時対応できる人材の
育成と、広域的な災害に対応できる組織体制の強化の必要性について、議論されてきました。
　このたび、本委員会におけるこのような議論を踏まえて、災害動物医療研究会が平成27年から開催し
てきた認定ＶＭＡＴ講習会を、本年度からは本会の認定講習会として同研究会と共同で主催することと
し、併せて地域におけるＶＭＡＴの構成メンバーとなりうる当該受講者について、ＶＭＡＴ研修員とし
て本会が認定することといたしました。
　今後における認定ＶＭＡＴ講習会の開催計画は以下のとおりですので、開催地及び近隣地方獣医師会
におかれましては、会員各位への講習会への積極的な参加推進を呼びかけていただきたくお願いいたし
ます。また、本認定ＶＭＡＴ講習会については、各管轄地域及び地域ブロックにてＶＭＡＴを組織する
際にご活用いただき、緊急時における動物救護体制強化の一助としていただきますよう、よろしくお願
いいたします。
　　認定ＶＭＡＴ講習会（岐阜）平成30年10月20日（土）～21日（日）（予定）
　　認定ＶＭＡＴ講習会（千葉）平成30年12月～₃月（開催日未定）

30日獣発第115号
平成30年₇月₉日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会

会長　藏　内　勇　夫
（公印及び契印の押印は省略）

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する
政令の一部を改正する政令の施行について（通知）

　このことについて、平成30年₆月20日付け薬生監麻発0620第₃号をもって、厚生労働省医薬・生活衛
生局監視指導・麻薬対策課長から別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する政令の一部を改
正する政令（平成30年政令第187号）の公布に伴い、別添写しのとおり記載の物質が麻薬に指定され、
平成30年₇月20日から施行される旨を通知するものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

※別添省略
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30日獣発第109号

平成30年７月12日

地方獣医師会会長　各位

公益社団法人 日本獣医師会

会　長　藏　内　勇　夫

（公印及び契印の押印は省略）

平成30年度獣医療提供体制整備推進総合対策事業のうち
「女性獣医師等就業支援研修」への協力のお願いについて

　日頃より本会事務・事業にご支援いただき厚くお礼申し上げます。

　農林水産省補助事業の平成30年度獣医療提供体制整備推進総合対策事業（うち管理獣医師等育成支援・

獣医師就業支援対策事業）における「女性獣医師等支援研修」は、家畜保健衛生所、動物検疫所、民間

の家畜診療施設等において、家畜伝染病の検査技術、家畜の診療技術等を修得するための研修を実施し、

女性獣医師等の職場復帰・再就職・就業継続に必要な最新知識の修得、獣医療技術の向上を図ることを

目的とした研修です。

　本事業においては、その事業目的にかんがみ、受講者は原則として大学既卒の女性獣医師（産休の代

替職員等であれば男性も可）であり、研修希望者の把握や確保に苦慮しております。

　つきましては、職場復帰・再就職等を希望している貴会会員獣医師等に参加を呼びかけ、受講者を募っ

ていただきたく、よろしくお願いします。

　なお、参加希望者から本会宛てFAXまたはE-Mailにて申込み（別紙様式）いただいた後に、本会が

研修受入先と調整をいたしますが、ご希望に沿えない場合もありますので、予めご承知おきください。

　また、参加費は無料ですが、開催場所までの旅費等は参加者の自己負担になりますことを申し添えま

す。

　女性獣医師等の就業支援のご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

※別紙様式省略
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切り抜きニュース

広がるペット同伴専用避難所、
市役所開放も
西日本豪雨

　西日本豪雨で多くの家屋が浸水被害にあった岡
山県倉敷市真備（まび）町などの住民の避難生活
が続く中、ペットと一緒にすごせる避難所を作る
動きがある。飼う人には「家族」でも、動物が苦
手な人もいる。自治体は工夫をこらしつつ、被災
者の「心のケア」も期待する。
　倉敷市に隣接する総社（そうじゃ）市。散歩か
ら帰った犬が市庁舎に入っていく。₃階の会議室
はじゅうたんが敷きつめられ、飼い主のそばで犬
や猫がくつろいでいた。
　愛犬ベッキーを抱いた倉敷市真備町の女性（７４）
は市内の避難所で犬の同伴を断られ、やってきた
という。「犬も人間も一緒にクーラーがきいた所
におれて幸せ。本当に感謝です」
　１０日以降、最大で２１世帯、犬２０匹と猫₅匹が避
難した。１９日朝現在、１３世帯、犬１３匹と猫₄匹が
いる。全員が真備町民だ。近くの公園の管理棟や
公民館も同伴専用の避難所として提供している。
　場所を提供するよう指示した片岡聡一市長は、
以前犬や鳥を飼っていたことがあり、動物好き。

「ペットは家族であり魂。なるべくいい環境を提
供したい」。当初、避難所として使われた体育施
設きびじアリーナにはペットを連れた避難者も多
く詰めかけ、サブアリーナがペット同伴専用の避
難所として使われた。だがクーラーが使えないた
め閉鎖。空調の整った環境でペットと一緒に過ご
してもらうため、１０日から市役所のスペースを提
供している。
　２０１１年の東日本大震災の後、環境省はペットの
避難についてのガイドラインを作り、自治体も検
討を進めてきた。総社市が作成途中だった避難所
運営マニュアルでは「屋外にペット専用スペース
を設ける」としていたが市の担当者は「避難所を
転々としてきた人が多い。いまペットと避難者を
分けると、双方のストレスになる」と判断。獣医

師が定期的に来てノミやダニのケアなどにあた
る。
　市の担当者は「被災者がペットと一緒にいるこ
とが心のケアにもなる」と説明する。真備町の佐
藤富男さん（８１）は足が不自由で片付けに参加で
きず、日中も避難所で過ごし、長女夫婦の愛犬コ
コアの面倒をみる。「お守りができるだけでずい
ぶん気が楽になる」。市の担当者や避難者による
と、周囲とのトラブルはないという。
　倉敷市でも、複数の避難所で学校の教室をペッ
ト同伴専用の避難所として使用している。避難所
運営マニュアルには「アレルギーや感染症予防の
ため、ペットは避難者の生活の場とは別の場所に
受け入れる」とあるが、「施設に余裕がある場合
はともに生活できる部屋を別に設けることも検
討」と補足されている。
　藤原心一さん（４２）、明美さん（４３）夫婦は、
愛犬ちゃー助とボートで救助され、市立二万（に
ま）小学校に運ばれた。「室内犬だから一緒にい
たい」と、₁週間ほど廊下で寝泊まりしたが、環
境は厳しかった。「暑いし、全身を羽アリに刺さ
れてつらかった」。運営スタッフから総社市役所
への移動を勧められたが、「車が水没して移動手
段がなく、家の片付けもあるから近くにいたい」
ととどまった。
　１５日から教室に入れるようになり、₂世帯₂匹
で暮らす。明美さんは「今は快適。もっと早く対
応してもらいたかった」と話した� （河崎優子）
� 平成30年₇月19日　朝日新聞
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月
₅月

₆月１５日（金）
～１７日（日）

第９６回日本獣医麻酔外科学会／第１０８回日本獣医循環器学会／第６３回日本獣医画像診断学会
２０１８春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月₁日（日）
南支部

「手術の基本とアップデート」 
日本大学　浅野　和之　先生

（さいたま市　埼玉会館）

₇月１６日
（月・祝）

東支部
「猫のリンパ腫２０１８」
日本小動物がんセンター　小林哲也　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

７月２９日（日）
北支部 

「犬の正常を知る」 
アニマルクリニックこばやし　小林孝之　先生 

（深谷市　埼玉グランドホテル深谷）
₈月

₉月₉日（日） 平成３０年度　関東・東京合同地区獣医師大会（茨城）獣医学術関東・東京合同地区学会
（茨城県つくば市　つくば国際会議場）

₉月３０日（日）

西支部
「家庭動物の終末期獣医療におけるアジェ
ンダ」「ホームドクターによるｲﾇの僧房弁逸
脱症の臨床」
所沢愛犬病院　小暮　一雄　先生

（東松山市　ホテル紫雲閣）

１０月２１日（日）
東支部 

「演題　未定」　 
日本小動物医療センター　中島　亘　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

１１月₄日（日）
南支部 

「演題　未定」  
どうぶつの総合病院　福田　祥子　先生 

（さいたま市　埼玉会館）

１２月
農林支部
平成３０年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

平成３１年
₁月

₂月
衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

₂月₈日（金）
～１０日（日）

平成３０年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（神奈川）
（新横浜プリンスホテル）

₃月

平成30年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成30年₇月２０日現在）
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₆月15日～17日　第96回日本獣医麻酔外科学会、
第108回日本獣医循環器学会、第63回
日本獣医画像診断学会、第15回日本獣
医内視鏡外科学会（さいたま市　大宮
ソニックシティ）

₆月20日　埼玉県狂犬病予防委員会役員会（さい
たま市　ときわ会館）

₆月22日　第75回日本獣医師会通常総会（東京都
港区　明治記念館）

₆月25日　埼玉県農林公社社員総会（深谷市　埼
玉県農林公園）

₇月₁日　南支部学術講習会（さいたま市　埼玉
会館）

₇月12日　第₁回狂犬病予防委員会・第1回班長
会議（さいたま市　大宮ラフォーレ清
水園）

₇月13日　全国獣医師会事務事業推進会議（東京
都港区　明治記念館）

₇月16日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

₇月22日　平成30年度第2回関東・東京合同地区
獣医師会理事会・幹事会（つくば市　
つくば国際会議場）

₇月26日　埼玉県狂犬病予防委員会定期総会（さ
いたま市　さいたま商工会議所会館）

₇月29日　北支部学術講習会（深谷市　埼玉グラ
ンドホテル深谷）

₇月31日　埼玉県肉用牛経営者協会通常総会（深
谷市　埼玉県農林公園）

₈月₁日　農業共済損害評価会全体会議（さいた
ま市　埼玉県農業共済会館）

₉月₅日　第₁回畜産懇話会（さいたま市　プリ
ムローズ有朋）

₉月₉日　平成30年度関東・東京合同地区獣医師
大会（茨城）、獣医学術関東・東京合
同地区学会（茨城県つくば市　つくば
国際会議場）

₉月30日　西支部学術講習会（東松山市　ホテル
紫雲閣）

10月₈日　ソフトボール大会（東松山市予定）

10月21日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

11月₄日　南支部学術講習会（さいたま市　埼玉
会館）

11月30日　平成30年度全国獣医師会会長会議（東
京都千代田区　パレスホテル東京）

11月30日　日本獣医師会創立70周年記念事業
12月₁日　2018動物感謝デー in JAPAN（東京都

世田谷区　二子玉川ライズ）
平成31年
₂月₈日～10日　日本獣医師会獣医学術学会年次

大会（横浜市　新横浜プリンスホテル）
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編　集　後　記
　年を追うごとに自然の破壊力が強くなってい

る。今年もまた、未曽有の豪雨で西日本地域の

大被害が起き、未だに行方不明で見つからない

方もいる。この度の大災害により200名を超す

方々が亡くなられた。ご冥福を祈ると共に、被

災された皆様方とそのご家族に心よりお見舞い

申し上げます。

　国が今回の西日本の広範囲な災害地域を「特

定非常災害」として、東北の大震災と同じく「激

甚災害」に指定した。日が経つに連れて益々被

害が広がっている。豪雨でこれほどまで広範囲

の災害はあったのだろうか？

　これらの地域では動物診療獣医師をはじめ多

くの方々が困難に直面しています。埼玉県獣医

師会では被災地の動物救護活動の推進確保や獣

医療提供体制の復旧対策に充てる目的で「西日

本豪雨災害動物救護活動等支援金」を募集して

います。本会報に同封している郵便振込用紙で

本会指定の口座に心温まる浄財を振り込んで頂

くようお願いいたします。集まった支援金は一

括して日本獣医師会へ送金いたします。

　皆さんが少しでも手を差し伸べようという時

に、人の弱みに付け込んだ振り込め詐欺を始め

として、被災地での盗難が発生しているという

のだ、到底許せない。“悪銭身に付かず”と言う

言葉があるが、どうせまともな使い方はしない

だろうが腹が立つ。我々が幼いころは大人たち

に“悪いことをするとバチが当たるぞ！”とよく

言われたものです。そのときは子供なりに自分

を戒めたものでした。同世代の人は皆が同じ様

に言われて育ったのではないでしょうか？いま

一度、昔の様に幼い子供が人に迷惑をかけたり

悪いことをしたときにバチが当たると言い聞か

せてはいかがなものだろうか？その子供たちが

大人になったときに少しは暮らし易い世の中に

なるのではないだろうか？

　また、地球上全体が暑くなっている、７月18

日午後２時半に岐阜県多治見市では40度７分の

新記録だったそうで、全国でも熱中症で亡く

なっている高齢者が続出している。また、北極

近くのグリーンランドでは東京ドームほどもあ

る巨大氷河が解けて崩れて巨大津波を起こしそ

うだとか。年を追って拡大して行く自然の力の

凄さに人類になすすべはあるのか？この一世

紀、地球に対して温暖化を筆頭に環境破壊を続

け、わがまま放題に活動してきた人類へのつけ

なのか、それとも地球自体の何万年もの営みの

一部なのか、今後はどうなっていくのだろうか。

　９月９日には平成30年度関東・東京合同地区

獣医師大会が（公社）茨城県獣医師会の主催でつ

くば国際会議場で開催されます。本会からも農

林支部の曽田先生、瀧沢先生が、開業支部から

は東支部の山下先生と団体支部の灰井先生が発

表されます、先生方には頑張って頂き、また会

員の皆さんには多数の参加をお願いします。

　また，10月８日には厚生委員会主催のソフト

ボール大会が開催されます、今回は第40回の記

念すべき大会となります。会場の予約の関係で

さいたま市の大宮けんぽグラウンドでの大会に

なります。各支部共にそろそろ練習を始めてい

るのではないでしょうか？怪我に気を付けて頑

張りましょう！

　梅雨明けも早く、今年の夏は半端ない暑さで

す、まだまだ暑さは続きます。会員の皆様には

熱中症にならない様に留意していただき、この

暑い夏を乗り切りましょう。（不動）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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